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Outline

1 国が進める研修の仕組みを理解する。

2 必要な知識と技能，英語力を理解する

3 移行期の重要性を理解する

本講座の内容

教科化成功のカギは校内研修
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国が行う研修の仕組み

中央研修

各都道府県・政令指定都市教育委員会
より推薦された教員が参加する（小学校
では全国で年間約２００名参加）

英語教育推進リーダー

中央研修を修了した参加者は，文部科
学省より「英語教育推進リーダー」として
認証される。研修会の講師などを務め
指導・助言等を行う。

中核教員
各校1名程度。中核教員研修会（合計14

時間程度）を受講し，自身の指導力を
高めるとともに，所属校において校内研
修の計画・実施・運営を行う。

Cascade 型研修（伝達型研修）

それぞれの立場の教員がその役割を
しっかりと果たすことが鍵！
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校内研修の進め方
（1）学校長のリーダーシップによる校内研修体制づくり
各小学校において，校内研修を効果的に運営するため
には，学校長のリーダーシップが欠かせない。特に今回
の学習指導要領の改訂においては外国語教育はかって
ない歴史的大改革となっている。移行期には特別の配
慮が必要である。
（2）中核教員による校内研修の計画・実施・授業公開
他教科を校内研修のテーマをしている場合であっても，
移行期で必要な研修は確実に実施することが求められ
る。

（参考 「研修ガイドブック」）
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授業研究の進め方
(1)教員全員の指導力を高める
(2)学校としての共通理解を図る
(3)課題を共有する（何をどうすれば上手くいくか）
(4) 全校体制で行う（学級経営，学校経営，カリキュラムマ
ネジメントへ活かす）
(5) 「教科横断的な授業づくり」という視点を加えて授業を
創ってみる。
(6)英語担当指導主事などの指導を受ける（学習指導要
領の目標，内容を踏まえているかチェックしてもらう）
(7)全教員が「授業づくり」を体験できるようにする。
(8) 担任主導，専科主導，TTなど柔軟な対応を心がける
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カリキュラム・マネジメントの推進
(１) 新学習指導要領における定義

児童や学校，地域の実態を適切に把握し，教育の目的や目標の
実現に必要な教育内容等を教科等横断的な視点で組み立ててい
くこと，教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと，
教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともに
その改善を図っていくことなどを通して，教育課程に基づき組織的
かつ計画的に各学校の教育活動の質の向上を図っていくこと。
(２) 教科におけるカリキュラムマネジメント
１単元での設計 ２年間での設計 ３年間での設計 ６年間での設

計 ９年間での設計 教育課程全体を見通して弾力的な時間割編
成を行う必要性



学級経営力

英語力

英語の授業を支
える力とは？

指導力

コミュニケーション力
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教科で必要な英語力

活動で必要な英語力

自身の英語力

5級

4級

3級

準2級

2級

準1級

1級

自分自身の英語力を英検５級程度と自己評価している教員が１６．７%，４級程度が１５．９%，
３級程度が３２．６%，準２級程度が１９．４％，２級程度が１４．３%，準１級程度が１．２％となっ
ている。自分の英語力を２級以上（上級級を含む）と考えている教員は１５．５％。
外国語活動で必要な英語力は３級程度と答えている教員は４２．４％で最も多い。
教科外国語で２級以上が必要と考えている教員は２４．５％，準１級8.6％，１級６．２％。

小学校教員へのアンケート結果
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教科

活動

とても

まあ

あまり

全く

これから導入される小学校３，４年生の外国語活動の指導に自信がありますか。
これから導入される小学校５，６年生の教科・外国語の指導に自信がありますか。

外国語活動：あまり自信がない（６３．４％）＋全く自信がない（１４．０％）
外国語：あまり自信がない（６２．８％）＋全く自信がない（２２．１％）

小学校教員へのアンケート結果

新教材＋指導書＋指導案＋ワークブック＋電子黒板＋研修＝ 大丈夫，かも
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＜外国語活動に対する不安＞
・定型文は覚えて使えるが会話は定型だけではできない
・クラスルームイングリッシュが不安
・自分自身英語が苦手
・正しい発音ができるか不安
・すぐに会話が出ないことがある
・指導内容がわからない
・授業の進め方がわからない
・苦手な教科で教材研究も不安
＜外国語に対する不安＞
・低学年よりも内容が難しく，急な対応ができるか不安だ
・過去形，未来形が入ってくるから
・どのくらいのレベルの英語を教えるか，指導の不安
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ア 学習指導要領の理解：とても（５１．４％）＋まあ（４６．７％）＝９８．１％
ケ やり取りに関して：とても(６０％）＋まあ（３６.２％）＝９６．２％
エ 新教材に関して：とても（５０．５％）＋まあ（４４．８％）＝９５．３％
ク 発音に関して：とても（５４．３％）＋まあ（４０％）＝９４．３％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

サ指導案

コ評価

ケやり取り

ク発音リスニング

キ英文法

カ模擬授業

オ実践例

エ新教材

ウ歌・ゲーム

イ言語習得

ア学習指導要領

自分自身が外国語活動や外国語を教えることになった場合，必要な研修は何ですか

①とても ②まあ ③あまり ④必要ない



12



13



14

１．指導に必要な知識・技能

〇学習指導要領
〇主教材
〇子どもの第二言語習得
〇英語での語りかけかた

〇発話の引き出し方，やり取りの
進め方
〇文字言語との出会わせ方
〇読む・書く活動への導き方
〇題材の選定，教材研究
〇学習到達目標，指導計画
〇ALT等とのTTの指導のありかた
〇ICT等の活用の仕方
〇学習状況の評価

〇小中高等学校の連携と小
学校の役割

〇指導計画（カリキュラムマネ
ジメント）

〇英語に関する基本的な知
識（音声・語彙・文構造・文法・
正書法）

〇第二言語習得に関する基
本的な知識
〇児童文学
〇異文化理解

〇児童や学校の多様性への
対応

コア・カリキュラム
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２．英語力

〇授業で扱う主たる英語表現の正しい運用
〇発音や強勢・リズム・イントネーションを意識した発話
〇板書や提示物における英語の正しいい表記
〇ALT等との授業についての打ち合わせをするための表現
〇クラスルーム・イングリッシュを土台にした意味のあるやり取り
〇児童の発話や行動に対する適切な言い直し
〇児童の理解に合わせた適切な言い換え
〇児童の発話や行動に対する即興的な対応

コア・カリキュラム



16

３．授業研究

〇授業観察（中学校の授業観察も含む）
基礎：明確な目標を持って授業を観察し，指導に生かすことができる
発展：授業を観察することを通して，授業者の指導理念や児童の学習を促

進・遅滞させている要因を分析できる
〇授業公開
基礎：授業を公開することを通して自身の指導力・英語力の課題を発見し

次の指導に生かすことができる
発展：授業を公開することを通して効果的な指導法や教材を示し，広める

ことができる。
〇公開授業の企画・運営
推進：学校や地域の課題や進むべき方向性を的確に判断し，効果的に

公開授業などの企画・運営ができる
〇モデルとなる授業
推進：学習指導要領の趣旨や子どもの第二言語習得の特徴を反映した

授業を行い，他の教員に対してモデルを示す。

コア・カリキュラム
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指導力 英語力

・中核教員を中心とした
校内研修

・「研修ガイドブック」の活
用
・文科省のHPなどの活用

＜授業で必要な英語力に絞る＞
・授業内で英語力を上げる
・教員どうしのSmall Talk
・オンライン英会話等の活用
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大学

大学生

中学校の先生 高校の先生 ALT 外部人材

校長先生

教育委員会
連携・協働

小学校の先生

民間企業



英語の専門家からコミュニケーションの専門家へ
英語コミュニケーション教師

英コ教師


